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１．はじめに  

本市議会は、第２次那須塩原市総合計画後期基本計画の策定に伴い、前期基

本計画の検証を行うとともに、市政全般に亘る市民のニーズや課題を踏まえ、

総合計画基本構想に基づく令和５年度以降の本市の目指す将来像を着実に実現

する計画となるよう、市議会として集中的に審議し、提言を行うことを目的に、

令和３年６月定例会議において「那須塩原市総合計画審査特別委員会」を設置

しました。 

まず、市執行部から市民アンケート及び中学生・高校生アンケート、市民ワ

ークショップの結果などの説明を受け、市民の 28.1％が市への愛着をとても感

じていることや本市のまちづくりに 29.9％が満足しているものの、どちらとも

言えないと回答している人が多いこと、中高生の 48.0％はいずれ市外へ引っ越

したいと答えていることを確認しました。これらの市民ニーズを把握し、市の

将来像「人がつながり 新しい力が湧きあがるまち 那須塩原」の具現化に向

けた計画となるよう専門的・集中的に審査を行うため、３つの分科会において

慎重に議論を重ねてまいりました。 

現在、市執行部においては、第２次総合計画後期基本計画の策定に向けた作

業を進めておりますが、本市議会でのこれまでの議論と審議を踏まえ、二元代

表制の一翼を担う議会として政策立案・政策提言を行う責務を果たすため、議

会の立場から提言いたします。 

最後に、憲法に規定された「議事機関」として、本計画を議決した責任を全

うするため、計画の進捗を監視するための「実施計画」及び「成果目標」の達

成状況について、毎年度、適切な時期に議会に示すことを期待し、市議会から

の提言と致します。 

 

令和４年９月２６日 

那須塩原市議会議長  松田 寛人 

総合計画審査特別委員会 
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２．後期基本計画素案への提言 
 

基本政策１ 豊かな自然と共に生きるために 

施策 脱炭素化を実現する 

・市の温室効果ガス排出量の削減目標について、国の目標値との整合を図られ

たい。 

・市内における地域新電力の確保に努められたい。 

 

施策 気候変動影響に適応する 

・気候変動や適応策などに関する情報について、様々な機会や手法を活用して

市民への周知徹底を図られたい。 

 

施策 自然環境を保全する 

・世界的な環境問題となっているマイクロプラスチックによる環境汚染への 

対策を講じられたい。 

 

施策 資源を有効に活用する 

 ・ごみの発生を抑制するため、様々なゴミ組成のリサイクルによる資源化促

進を図られたい。 

 

基本政策２ まちの安全安心を守るために 

施策 災害に対する備えを強化する 

 ・地域ごとの防災計画を作成し、地域の特性を生かした防災活動を推進され

たい。加えて、災害時避難所運営や地域の防災・減災に取り組む地域女性防

災リーダーの育成に努められたい。 

 ・地域防災力を向上するため、自主防災組織の強化と消防団との連携を推進

されたい。 

  

施策 暮らしの安心感を高める 

 ・犯罪を犯した者の孤立を防ぎ、地域社会への復帰を促進させるため、再犯

防止への取り組みを推進されたい。 

 ・架空請求詐欺等の根絶を図るため、消費者詐欺対策の充実を図られたい。 
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基本政策３ 誰もが生き生きと暮らすために 

施策 地域福祉を充実させる 

・食品ロスの削減を進めるため、フードドライブへの理解促進に努められた 

い。 

 ・ケアラーへの重点的な支援に努められたい。 

 ・地区の福祉事業を充実させるため、地区社会福祉協議会の設立を検討され

たい。 

 ・生活困窮者を自立させるため、就労支援の充実を図られたい。 

 

施策 障害者福祉を充実させる 

 ・障害者の社会参加を促進させるため、子どもを含む市民への理解促進を図

られたい。 

  

施策 高齢者支援を充実させる 

 ・関係団体等との連携強化を図り、支援が必要な人への効果的な情報発信に

努められたい。 

 ・高齢者の社会参加や健康維持を図るため、介護支援ボランティアポイント

事業の拡充に努められたい。 

 

施策 健康づくりを推進する 

 ・疾病の早期発見と早期治療を推進するため、検診受診率の向上を図り、重

症化予防に努められたい。 

 

施策 男女共同参画社会を実現させる 

 ・多様性を認める社会を実現するため、性の多様性に関する理解促進に努め

られたい。 

 ・男女の出会いや結婚支援について、デジタル技術の活用を推進されたい。 

 

基本政策４ 快適で便利な生活を支えるために 

施策 計画的な土地利用を推進する 

 ・地域共生社会の実現や財政上の持続可能性を高めるため、居住誘導エリア

への人口移動について、積極的な取り組みを図られたい。 

 

施策 良好な生活空間を提供する 

 ・空き家対策の促進を図るため、空き家対策特別措置法上の特定空き家への

積極的な指定に努められたい。 
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施策 道路の利便性を高める 

 ・障害者の生活環境の充実を図るため、社会インフラのバリアフリー化のさ

らなる推進に努められたい。 

 ・快適で便利な市民生活を支えるための生活道路と歩道の整備に加え、私道

や認定外道路等の生活道路の拡充に努められたい。 

  

基本政策５ 地域の力と交流を生み出すために 

施策 市民協働による地域づくりを推進する 

 ・まちづくりへの積極的な参加を強化していくため、世代ごとに活躍できる

場の創出に努められたい。 

 

施策 姉妹都市交流・国際交流を推進する 

 ・在住外国人との共生や新たな外国人が安心して住める地域をつくるため、

地域社会への外国人住民の積極的な参画と多様な担い手の確保を図られたい。 

  

施策 中心市街地を活性化させる 

 ・駅周辺が活気ある街並みとなるよう、３駅の均衡ある基盤整備を図られた

い。 

 

基本政策６ まちの活力を高めるために 

施策 農林業を活性化させる 

 ・持続可能な農業をより強固に推進していくため、災害に強い農業施設の推

進と食料の安定供給、地産地消の推進を図られたい。 

 ・自給率の低下と農家の減少を食い止めるとともに持続可能な社会を築くた

めに 6 次産業の推進に努められたい。 

 

施策 畜産業を活性化させる 

 ・化学肥料などの高騰に備え、良質な畜産堆肥の生産と土壌還元の推進によ

る土作り、畜産糞尿の活用の推進を図られたい。 

 ・生乳生産全国２位の本市の畜産業のポテンシャルや訴求力を高めるため、

質においての競争力を発揮するための取組強化を図られたい。 

 ・畜産業の健全な発展と地域住民との共存共栄を図るため、地域住民と事業

者との対話を通じた異臭対策の取組を推進されたい。 
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施策 商工業を活性化させる 

 ・中小企業の後継者不足の解消と企業が持つ技術と技能を守るため、事業継

承への支援に努められたい。 

  

施策 雇用環境を整備する 

 ・従業員の職場環境の充実を図るため、中小零細企業の育休等の福利厚生の

充実を支援されたい。併せて、障害者の雇用環境の充実を図られたい。 

  

基本政策７ 未来を拓く心と体を育むために 

施策 子育て環境を充実させる 

 ・保育士の働く現場環境が良くならないと、質の向上は望めないと考えるこ

とから、保育士の処遇改善・保育士の確保に努められたい。 

  

施策 学校教育を充実させる 

 ・教職員の労働環境の改善と部活動の支援体制を充実させるため、地域の指

導者の活用等の支援体制整備に努められたい。 

 ・不登校等の児童生徒の学校復帰・社会的自立を図るため、民間のフリース

クール等を活用し学びの保障の充実を図られたい。 

 ・教職員の業務量の改善等の働き方改革を促進し、質の高い教育の実現を図

られたい。 

 

施策 学校教育環境を整備する 

 ・旬の食材のおいしさを実感でき、地元愛をはぐくむ生きた教育につなげる

ため、学校給食における市産農産物の使用割合の増加を図られたい。 

 ・学校が主体となって地域に意見を聞く学校評議員制度と地域が主体となっ

て学校運営に参画していくコミュニティスクールを活用し、学校環境の整備

を推進されたい。 

 

施策 生涯学習を充実させる 

 ・子どもが家庭内で言葉や生活習慣、コミュニケーションなどライフスキル

を円滑に習得するため、家庭教育の充実に努められたい。併せて、幅広い世

代での学びなおしの機会を推進するため、リカレント教育の充実を図られた

い。 
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施策 文化・芸術環境を充実させる 

 ・歴史や文化への理解を促進するため、優れた芸術・文化に触れる機会の提

供とアートを活用したまちづくりの推進を図られたい。 

 ・地域固有の文化・歴史の保存と活用を図るため、地域ごとの文化・歴史の

継承を推進されたい。 

   

施策 生涯スポーツを充実させる 

 ・若者の運動習慣の定着を図るため、多様なスポーツ（スケートボード、フ

リークライム、3x3 バスケ等）の普及・活性化に努めること。 

 

基本政策８ まちの持続的発展のために 

施策 安定した行政経営を推進する 

 ・学校の統廃合等による管理費などの経常経費を抑制するため、未利用地の

売却を検討されたい。 

 ・さらなる自主財源の確保を図るため、「法定外目的税の導入」を検討された

い。 

 

施策 多様化する市民ニーズに対応する 

 ・感染症による新しい生活様式の変化に対応するため、庁舎と行政機能の計

画的な分散化を図られたい。 
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３．特別委員会の設置及び組織  

（１）設置年月日  令和３年６月４日 

（２）名   称  那須塩原市議会 総合計画審査特別委員会 

（３）調 査 事 項  第２次那須塩原市総合計画後期基本計画の調査・研究・ 

提言を行うこと 

（４）委員会構成 

 

 
委員長

相馬 剛

第１分科会

副委員長

山形 紀弘

委員

鈴木 秀信

中里 康寛

星 宏子

相馬 剛

鈴木 伸彦

中村 芳隆

山本はるひ

玉野 宏

第２分科会

副委員長

森本 彰伸

委員

三本木 直人

林 美幸

小島 耕一

星野 健二

佐藤 一則

大野 恭男

齋藤 寿一

金子 哲也

第３分科会

副委員長

田村 正宏

委員

堤 正明

室井 孝幸

益子 丈弘

齊藤 誠之

平山 武

松田 寛人

眞壁 敏郎


